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～あかり文化の向上と地球環境への貢献～

照明成長戦略

Wellness
Safety & Security

Convenience
Comfort

主な活動

概要
一般社団法人日本照明工業会（JLMA）は、照明機器（光源類、照明器具類、制御装置類及びこれらの構成部品）の製造及びこれに関連する事業の
健全な発展、産業の振興、並びに国民生活における安全性の確保と生活文化の向上に寄与することを目的とし、主に普及活動・標準化活動、認証事
業、国際活動を推進しています。
2019年4月1日に、一般社団法人日本照明委員会（JCIE）を吸収合併し、照明と光に関する調査研究など、｢あかりの質向上｣に関する活動の強化を
図っています。

普及活動 標準化活動 認証事業 国際活動

■広報活動
■情報発信
■統計調査　
■関連機関との協力

■国内規格対応
■海外規格対応　
■工業会規格の
　制定･改定

■誘導灯認定
■非常灯自主評定　
■（S形）埋込み形
　照明器具自主評定　
■公共施設用照明器具
　の承認

■国際交流支援
■国際標準化支援　
■グローバル照明協会
 （GLA）活動推進
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ht tps://www.jlma.or.jp

2022年3月更新
2019年3月制定



2021年度再調査を実施し、ストック市場における照明器具台数及びSSL化率を修正。総ストック数は約18億台と推定
→政府目標SSL化率100%達成のために関連省庁と連携した                        の普及加速が重要

→2020年新型コロナウイルス感染症拡大の影響で出荷は鈍化
既存光源用器具や初期のLED照明のリニューアル推進で拡大を図る

→                         など高付加価値製品の普及拡大により、LED照明器具への
リニューアル促進及び新規ビジネスの創出

■世界市場動向と今後の課題

→拡大する新興国市場への参入支援加速
→海外高付加価値市場への参入機会発掘

→粗悪な輸入品を排除する市場監視
　体制の強化

（百万円）
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（出所：（株）富士経済 世界の照明器具/光源市場の将来展望 2019）

世界市場照明器具及びランプ出荷金額予測
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■ストック市場における照明器具台数とSSL化率
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→ストックSSL化率が上昇することで蛍光ランプ等の既存光源は縮小
→新たな循環型ビジネスモデルの創造
→既存光源ビジネスのソフトランディング

　     （Connected Smart Lighting & Human Centric Lighting）
という「健康」「安全」「快適」「便利」なあかりの普及を通して、

ニューノーマルに適した新しいあかり文化の創生と
脱炭素社会への貢献を目指しながら、

SDGs達成に向けた取り組みを拡大・加速してまいります。

我々は、地球環境に配慮したやさしい“あかり”の普及に努め、 より安全で快適な生活環境を
実現するとともに地球環境の向上に努めます

照明業界の代弁者として、政府の成長戦略への取り組み、国内外のステークホルダーへの情報発信、
交流、交渉を通じて、公平で健全な照明市場を形成し、照明業界の発展に貢献します

■ストック市場のSSL化加速による地球環境への貢献
■ “あかりの質向上”による新たな空間価値の創出・提案
■ “新たな空間価値の創出”を支える基盤技術の調査研究
※SDGs：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）

2あかりの質向上とSDGsへの貢献

■海外市場展開の為の環境整備
■ 日本照明のブランド化
■公正で適正な競争ができる健全な市場の維持向上

3グローバル化・ボーダーレス化への対応

■                        の普及のための事業環境整備
■パラダイムシフトに対応した工業会組織改革
※Connected Industries：様々な繋がりによって新たな付加価値の
 創出や社会課題の解決をもたらすこと

1“Connected Industries”による
パラダイムシフトへの対応

温室効果ガス排出量
46%程度の削減に挑戦
（2013年度基準、電機・電子業界全体の中長期的な
取組・CNへの貢献の目安）

照明器具ストック市場の

SSL化率 100%

～あかり文化の向上と地球環境への貢献～
ビジョン

ミッション

目標　「2030年の姿」 ロードマップ

消費電力量60%削減
（2013年度基準、LED素子、器具、電源等の効率アップ
  と照明制御設備の普及）

“　　　　　　 ”化率 40%
“CSL&HCL”

※SSL(Solid State Lighting)：LED、有機EL、レーザーなど
   半導体照明

※CN：Carbon Neutral
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■                       に関する標準化推進

■IoT、AI、ビッグデータを核とした分野・業種を超えた連携強化

IoT、AI、Cloud等先進技術活用による拡張システム化

ソフトとハード
の連携

照明ソフト
標準化活動

JIS、ISO/TC274、CIE

照明ハード
標準化活動

JIS、電安法、IEC/TC34

照明システム

経済経産省
スマートハウス・ビル

普及促進
タスクフォース

IEC/SEG9
スマートホーム／
オフィスビルディング

システム

その他
関連団体／委員会

JEITA
スマートホーム部会

出所：経済産業省「スマートライフ政策（平成30年2月）」の資料をもとに作成

ユーザー

サービス事業者
（データ活用）

プラットホーム
（データ集約・分析）

家電、IoTデバイス、
Webサービス等
（データ提供）

情報のAI分析

IoT家電 “CSL&HCL” サービス 情報

住宅メーカー フィットネス 宅配 買い物 交通 車 育児・教育 食事 観光

1“Connected Industries”よるパラダイムシフトへの対応

“CSL&HCL”1 “Connected Industries”よるパラダイムシフトへの対応

2あかりの質向上とSDGsへの貢献

3グローバル化・ボーダーレス化への対応

1.                    普及のための事業環境整備

2. パラダイムシフトに対応した工業会組織改革

先進技術を活用した“Connected Industries”による

様々なビジネスモデル、超スマート社会（Society 5.0)へ

の変化に対応する為、分野を超えた異業種との連携に

よる標準化等、事業環境を整備するとともにそれに適応

する工業会組織体制を強化する。

1. ストック市場のSSL化加速による地球環境への貢献

2. “あかりの質向上”による新たな空間価値の創出・提案

2050年CN、2030年温室効果ガス46％削減（2013年比）

という国際公約達成の為、政府目標でもある2030年

までに照明器具ストック市場におけるSSL化率100％

を目指す。

                   の普及を通じて、新たな機能の創出、あかり

の質向上により、ニューノーマルに呼応した新たな空間

価値を創造する。

1. 海外市場展開の為の環境整備

2. 日本照明のブランド化

3. 公正で適正な競争ができる健全な市場の維持向上

国内照明器具の出荷数量は、人口減少、新設住宅着工件

数の減少に伴い、新設物件での照明器具の出荷数量は減

少が予想される。

一方、主に新興国での人口増加と中産階級の拡大に伴

い、世界照明市場は拡大する。2030年には世界経済の中

心となる広域アジアをメインターゲットとした市場参入と

事業拡大のための環境整備と日本照明製品のPRを行う。

LED製品普及による製品のグローバル化、ボーダーレス化

による日本市場にマッチしない輸入海外製品の増加に対

する市場監視体制の強化を行う。

IoT、AI、ビッグデータを核とした分野・業種を超えた連携強化

海外展示会参加による情報収集と日本照明PR

イベント＆ビジネスマッチング活動推進

ストック市場のSSL化率推移の見える化推進

取替えリニューアル活動の推進（市場分野別のリニューアル促進活動）

各国政府、産業界との国際交流と情報収集

“Connected Smart Lighting“ に対応した委員会・事務局組織体制構築

異業種からの新規入会促進

国際的な環境課題や貿易問題についての業界対応

試買調査など市場監視体制の強化

1 -1-2.

3 -2-1.

3 -2-2.

測光試験所に対する技術支援、標準化活動の推進3 -3-2.

2 -1-1.

2 -1-2.

3 -1-1.

強靭で持続可能なまちづくりへの貢献（エリア防災照明）2 -2-2.

1 -2-2.

1 -2-1.

3 -1-2.

3 -3-1.

2030年へのロードマップL I G H T I N G
V I S I O N 2 0 3 0
～あかり文化の向上と地球環境への貢献～

3. “新たな空間価値の創出”を支える基盤技術の調査研究
より良い光環境・照明環境の実現に向けた調査研究（CIE活動）2 -3-1.

照明システムに関する調査（スマートシティ、HEMSなどとの連携、新光源）2 -3-2.

“CSL&HCL”

“CSL &HCL”

                   に関する標準化推進1 -1-1. “CSL&HCL” 

                   による高付加価値製品の普及促進2 -2-1. “CSL &HCL” 
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国際的な環境課題や貿易問題についての業界対応

試買調査など市場監視体制の強化

1 -1-2.

3 -2-1.

3 -2-2.

測光試験所に対する技術支援、標準化活動の推進3 -3-2.

2 -1-1.

2 -1-2.

3 -1-1.

強靭で持続可能なまちづくりへの貢献（エリア防災照明）2 -2-2.

1 -2-2.

1 -2-1.

3 -1-2.

3 -3-1.

2030年へのロードマップL I G H T I N G
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～あかり文化の向上と地球環境への貢献～

3. “新たな空間価値の創出”を支える基盤技術の調査研究
より良い光環境・照明環境の実現に向けた調査研究（CIE活動）2 -3-1.

照明システムに関する調査（スマートシティ、HEMSなどとの連携、新光源）2 -3-2.

“CSL&HCL”

“CSL &HCL”

                   に関する標準化推進1 -1-1. “CSL&HCL” 

                   による高付加価値製品の普及促進2 -2-1. “CSL &HCL” 
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■あかりの価値／役割の拡大

2009 2019 2030～

付
加
価
値

第一の波 第二の波
（LED照明） （Digital Transformation）

あかりの質向上

役割／機能拡大
新ビジネスモデル創出
循環型社会への対応

                       による
更なる省エネ推進
（照明制御システム普及）

調光・調色技術向上／演色性改善等による
快適な視環境空間創出

                     による新たな機能提供により：
・安心･安全･快適な生活環境を提供 （見守り監視、防犯、防災など）
・ランプ交換に替わる新たな循環型ビジネスモデルと製品の普及
・IoTを活用したメンテナンスサービス等の普及

IoT、AI、ビッグデータ等先進技術を活用した
                      で快適な視環境空間創出

省エネ推進

LED照明普及

■                       によるあかりの質向上と空間価値創造

分野や業種を超えた、様々なモノ、コトにつながることで、多様な環境やライフスタイルに合わせた

快適な生活を創造する、人にやさしい、安全・安心・便利で質の高い、高性能なあかりのこと。

Connected Smart Lighting ＆ Human Centric Lighting

2あかりの質向上とSDGsへの貢献

ComfortSafety & SecurityWellness Convenience

“CSL&HCL”

“CSL&HCL”

“CSL&HCL”

“CSL&HCL”

■各国政府・産業界との国際交流と情報収集

■日本照明のブランド化と
　ビジネスマッチング活動

■国際的な環境課題や貿易問題についての業界対応

標準化支援／人材派遣／イベント＆
ビジネスマッチング開催／日本製品情報発信など

官・民 人脈構築  政策、市場、件名情報など

などASEAN各国との交流

タイ インドネシア ベトナム
ブラジル 中東インド台湾

ニュージーランド中国米国EU

グローバル照明協会（GLA）

IEC、CIE、照明関連団体 その他 各国政府、国際機関

・各国の市場動向など情報収集
・各国産業界との国際連携による国際機関、
 政府へのアプローチなど

・IEC標準化活動参画（IEC/TC34）
・貿易関税交渉への業界意見反映

■公正で適正な競争ができる健全な市場の維持

標準化

市場
監視

試験所
制度

健全な
市場

LED製品普及による製品のグローバル化、ボーダーレス化

既存光源製品の生産縮小

日本市場にマッチしない海外輸入製品の増加

試買調査など市場監視体制の強化

海外展示会でのジャパン・パビリオン
UNFCCC（気候変動に関する国際連合枠組み条約）／
UNEP（国際連合環境計画）／WCO（世界税関機構）等

日本国政府
経済産業省、環境省、

    財務省、内閣府  等      
各国政府 EU、米国、豪州などの

主要国

JLMA
該当委員会

会員会社

GLA
該当WG/TF■国際課題の解決お

よび日本照明業界
発展への貢献

〈ミッション〉

3グローバル化・ボーダーレス化への対応
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L I G H T I N G
V I S I O N 2 0 3 0
～あかり文化の向上と地球環境への貢献～

照明成長戦略

Wellness
Safety & Security

Convenience
Comfort

主な活動

概要
一般社団法人日本照明工業会（JLMA）は、照明機器（光源類、照明器具類、制御装置類及びこれらの構成部品）の製造及びこれに関連する事業の
健全な発展、産業の振興、並びに国民生活における安全性の確保と生活文化の向上に寄与することを目的とし、主に普及活動・標準化活動、認証事
業、国際活動を推進しています。
2019年4月1日に、一般社団法人日本照明委員会（JCIE）を吸収合併し、照明と光に関する調査研究など、｢あかりの質向上｣に関する活動の強化を
図っています。

普及活動 標準化活動 認証事業 国際活動

■広報活動
■情報発信
■統計調査　
■関連機関との協力

■国内規格対応
■海外規格対応　
■工業会規格の
　制定･改定

■誘導灯認定
■非常灯自主評定　
■（S形）埋込み形
　照明器具自主評定　
■公共施設用照明器具
　の承認

■国際交流支援
■国際標準化支援　
■グローバル照明協会
 （GLA）活動推進

〒110-0016 東京都台東区台東4丁目11番4号 三井住友銀行御徒町ビル8階  TEL.03-6803-0501  FAX.03-6803-0064

ht tps://www.jlma.or.jp
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